
学  修  規  程 

制定 昭和33年 4月 1日 

改正 令和 5年12月27日 

第1条 学生は、学則に定めるもののほか、この規程に従って学修するものとする。  

第1条の2 学科には、以下の領域を設け、学生はいずれかの領域で履修するものとする。  

国際コミュニケーション学科 

現代社会領域 

文化交流領域 

英語領域 

東アジア言語領域 

健康栄養学科 
医療・福祉領域 

食環境領域 

デザイン環境学科 

ファッション領域 

建築・インテリア領域 

ヴィジュアル・情報領域 

（授業科目と履修届） 

第2条 各学科の必修科目および選択科目は本規程の別表のとおりとする。なお、単位配分

（開講時期）については、変更されることがある。 

第2条の2 学生は、必修科目を除き学則第25条の規定に従い、原則毎学期始めから２週間以

内にその学期のうちに履修する授業科目を定め、履修届を提出し、許可を受けなければなら

ない。ただし、2学期以上を通じて開講し、かつ、単位を分割認定しない授業科目について

は、最初の学期において許可を受けるものとする。 

（単位認定） 

第3条 履修科目の単位は、学則第26条の規定に従い、次の各号の条件をみたした場合に、こ

れを認定する。 

(1) 講義、演習、実験、実習、実技など、所定の日課に従い授業を受ける。  

(2) 単位認定試験（追・再試験を含む。）又はこれに代わるレポート、作品の審査をうけ

る。 

(3) 試験又は審査により、Ｃ以上の成績と判定される。 

第3条の2 学則第29条第5項の規定によりネットワーク大学コンソーシアム岐阜参加校間にお

いて締結した単位互換に関する包括協定に基づき修得した単位は、本学における教養教育科

目又は専門教育科目の履修により修得した単位とみなし、これを認定する。  

2 前項の単位互換科目を履修する学生は、別に定めるところにより履修登録し、許可を受け

なければならない。 

第4条 次の各号のいずれかに該当する場合には、単位を認定しない。  

(1) 履修科目の授業時数の3分の1をこえて欠席した場合 



(2) 単位認定試験に欠席し科目担当教員が再試験を許可しなかった場合、又は試験に代わ

るレポート、作品を指定された期日までに提出しなかった場合  

(3) 学習状態（学習態度、遅刻、早退などを含む。）が著しく不良と認められる場合  

(4) 単位認定試験で不正を行った場合 

2 給食管理実習Ⅲのための欠席は、欠席時数から除く。 

3 学生規程第3条第3項の理由で授業を欠席し、所定の届書を提出した場合は、欠席時数から

除く。 

（授業欠席届） 

第5条 学生規程第3条第2項及び第3項に該当する場合は、（科目）欠席届（様式第1号）又は

長期欠席届（様式第2号）を提出しなければならない。 

（成績判定） 

第6条 履修科目の成績判定は、試験又は審査の結果と学習状態を考慮して、授業科目担当教

員がこれを行う。 

（成績の基準等） 

第7条 成績の基準等に関しては、別に定める。 

（単位認定試験） 

第8条 単位認定試験は学年の前期及び後期の末尾に実施する。ただし、2学期以上を通じて

開講し、かつ、単位を分割認定しない授業科目については、最終学期の試験のみを単位認定

試験とする。 

（試験結果の通知及び成績評価についての異議申し立て）  

第9条 試験又は審査の合否結果は掲示により通知する。  

2 成績評価は成績表の配布により通知する。 

3 成績評価について異議のある学生は、所定の期日までに異議申立書（様式第3号）を事務

局に提出することができる。 

4 前項により異議申し立てを受けた教員は、事務局を通じて、申し立てた学生に対し、所定

の回答書（様式第4号）により回答しなければならない。 

5 教員の過失等、異議が正当と認められる場合は、所定の成績評価訂正依頼書（様式第5

号）を事務局へ提出し、成績評価を訂正する。  

（追試験） 

第10条 正当な理由により単位認定試験に欠席した者は、授業科目担当教員にその理由を証

明する書類を提示した上で許可を受け、追試験を受けることができる。追試験願（様式第6

号）は、その欠席日から一週間以内に提出しなければならない。  

（再試験） 

第１１条 不合格者および授業科目担当教員が認めた者は、試験結果の発表日から１週間以内

に再試験受験願（様式第7号）を提出することにより、再試験を受けることができる。  



2 再試験の成績は、Ｃ以下を原則とする。 

（追・再試験の回数） 

第12条 追・再試験の実施は、1回限りとする。これに欠席又は不合格であった場合は、重ね

て試験を実施しない。 

第13条 削除 

（同一授業科目の再履修の不可） 

第14条 既に単位を取得した授業科目を再履修して、単位を取得することはできない。  

（他学科専門科目の履修） 

第15条 自己の属する学科以外の専門教育科目（第2条の別表のうち指定する科目で、他学科

専門科目という。）は、科目履修届（様式第8号）を提出して履修することができる。その

授業科目の単位は、自己の属する学科の教養教育科目の修得単位として認定する。  

（進級の要件） 

第16条 2年次への進級には、次の各号をすべて満たさなければならない。 

 (1)休学期間を除き1年以上在学していること。 

 (2)修得単位数が24単位以上であること。 

 (3)学科が指定する別表の科目の単位を修得していること。 

2 進級の判定は教務委員会で審議し、教授会の議を経て学長が決定する。 

（卒業の要件） 

第17条 本学を卒業するためには、別表に定める卒業要件を満たさなければならない。 

2 卒業の判定は教務委員会で審議し、教授会の議を経て学長が決定する。 

（栄養士免許の取得） 

第18条 健康栄養学科において栄養士の免許状を取得しようとする者は、別表の栄養士法施

行規則（昭和23年厚生省令第2号）に定める授業科目の単位を取得しなければならない。  

（2級衣料管理士資格の取得） 

第19条 デザイン環境学科ファッション領域において2級衣料管理士資格を取得しようとする

者は、本学に2年以上在学して卒業に必要な63単位を取得するとともに、別表の社団法人日

本衣料管理協会が定める授業科目の単位を取得し、同協会が実施する一般認定試験に合格し

なければならない。 

（二級建築士試験および木造建築士試験の受験資格、一級建築士試験の受験資格） 

第20条 デザイン環境学科建築・インテリア領域において二級建築士試験および木造建築士

試験の受験資格を取得しようとする者は、本学に2年以上在学して卒業に必要な63単位（別

表の建築士法第15条第3号に定める授業科目の単位を含む。）を取得しなければならない。

建築士免許を登録しようとするものは、卒業後建築関連の分野で1年以上実務経験を積まな

ければならない。ただし、別表の建築士法第15条第1号に定める授業科目の単位を取得した

者は、卒業と同時に受験資格を取得でき、合格した場合は建築士免許を登録することができ



る。 

2 デザイン環境学科建築・インテリア領域において一級建築士の受験資格を取得しようとす

る者は、本学に2年以上在学して卒業に必要な63単位を取得するとともに、別表の建築士法

第14条第3号に定める授業科目の単位を取得しなければならない。建築士免許を登録しよう

とするものは、卒業後建築関連の分野で4年以上実務経験を積まなければならない。 

附 則 

この規程は、平成2年4月1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成4年4月1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成11年4月1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成16年4月1日から施行する。  

附 則 

この規程は、平成17年4月1日から施行する。  

附 則 

この規程は、平成19年4月1日から施行する。 

  附 則  

この規程は、平成20年4月1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成21年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目及び単位数

並びに卒業の要件は、改正後の第1条の2、第2条、第2条の2、第16条、第17条、第18条、第

19条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

この規程は、平成22年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法及び卒業の要件は、改正後の別表にかかわらず、なお従前の例による。  

附 則 

この規程は、平成23年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法及び卒業の要件は、改正後の別表にかかわらず、なお従前の例による。  



附 則 

この規程は、平成24年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法及び卒業の要件は、改正後の別表にかかわらず、なお従前の例による。  

附 則 

この規程は、平成25年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法及び卒業の要件は、改正後の第1条の2、第19条の規定及び別表にかかわらず、なお

従前の例による。 

附 則 

この規程は、平成26年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法及び卒業の要件は、改正後の第1条の2、第19条の規定及び別表にかかわらず、なお

従前の例による。 

附 則 

この規程は、平成27年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法及び卒業の要件は、改正後の第1条の2、第19条の規定及び別表にかかわらず、なお

従前の例による。 

附 則 

この規程は、平成28年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法及び卒業の要件は、改正後の第1条の2、第19条の規定及び別表にかかわらず、なお

従前の例による。 

附 則 

この規程は、平成29年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法及び卒業の要件は、改正後の第1条の2、第19条の規定及び別表にかかわらず、なお

従前の例による。 



附 則 

この規程は、平成31年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法及び卒業の要件は、改正後の第20条の規定及び別表にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この規程は、令和2年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法及び卒業の要件は、改正後の第20条の規定及び別表にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この規程は、令和3年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法、進級及び卒業の要件は、改正後の別表にかかわらず、なお従前の例による。  

附 則 

この規程は、令和4年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法、進級及び卒業の要件は、改正後の別表にかかわらず、なお従前の例による。  

附 則 

この規程は、令和5年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法、進級及び卒業の要件は、改正後の別表にかかわらず、なお従前の例による。  

附 則 

この規程は、令和6年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

この規程の施行の際、現に岐阜市立女子短期大学に在学する者にかかる授業科目、単位数、

履修方法、進級及び卒業の要件は、改正後の別表にかかわらず、なお従前の例による。  



学修規程別表　国際コミュニケーション学科　

必修 選択 前期 後期 前期 後期
岐阜学入門 2 2 2
課題創造演習 1 1
生活と経済 2 2
生活と福祉 2 2
心理学 2 2
生活と化学 2 2
ジェンダー論 2 2
共同授業
単位互換科目
スポーツ＆エクササイズ 1 1 1
健康とスポーツ 1 1 1
情報リテラシー 1 1 1
データサイエンス概論 2 2 2
英語Ⅰ 1 1 1
英語Ⅱ 1 1 1
英語Ⅲ 1 1
英語Ⅳ 1 1

教養演習 教養演習 1 1 1
他学科専門科目

ＳＰＡＲＣ 連携開設科目
国際コミュニケーション概論 2 2 2
日本文化論 2 2 2 ＊
中国文化論 1 1
韓国文化論 1 1
グローバリゼーション論 2 2 ＊
サスティナブル社会論 2 2
多文化共生社会論 2 2 2 ＊
観光概論 2 2
地域研究概論 2 2
比較宗教学 2 2
ホテル論 2 2
英語コミュニケーションⅠa 1 1
英語コミュニケーションⅠb 1 1
英語コミュニケーションⅡ 1 1
英語表現Ⅰ 1 1
英語表現Ⅱ 1 1
検定英語演習Ⅰ 1 1
検定英語演習Ⅱ 1 1
初級中国語Ⅰ 1 1
初級中国語Ⅱ 1 1
初級韓国語Ⅰ 1 1
初級韓国語Ⅱ 1 1
日本語表現法Ⅰ 1 1
日本語表現法Ⅱ 1 1
フランス語Ⅰ 1 1
フランス語Ⅱ 1 1
情報・統計処理 1 1 1
海外言語・文化演習（英語圏） 1
海外言語・文化演習（中国語圏） 1
海外言語・文化演習（韓国） 1
産業・地域振興人材研修 1
地域実践演習Ⅰ 1 1 1
地域実践演習Ⅱ 1 1 1
社会調査論 2※ 2 2
近現代の世界 2※ 2 2
国際関係概論 2※ 2 2 ＊
現代企業事情 2 2
世界が見る日本 2 2
地域振興論 2 2
国際協力論 2※ 2 2
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学修規程別表　国際コミュニケーション学科　

必修 選択 前期 後期 前期 後期
英語圏文化・社会 2※ 2 2
アジア文化論 2※ 2 2
ヨーロッパ文化論 2 2
中国文化受容論 2 2
異文化コミュニケーション 2※ 2 2
英語表象文化 2 2
文化交流論 2※ 2 2
English Conversation 1※ 1 1
English Discussion 1※ 1 1
English Presentation 1※ 1 1
メディアイングリッシュⅠ 1※ 1 1
メディアイングリッシュⅡ 1 1
メディアイングリッシュⅢ 1 1
パラグラフライティング 1※ 1 1
エッセイライティング 1※ 1 1
アカデミックライティング 1 1
インテンシブリーディング 1※ 1 1
アドバンストリーディング 1 1
観光英語 1 1
英語のしくみⅠ 2 2
英語のしくみⅡ 2 2
英米文学 2 2
中国語（文法・読解） 1※● 1 1
中国語（会話） 1※● 1 1
観光中国語 1 1
現代中国論 2 2
韓国語（文法・読解） 1※▲ 1 1
韓国語（会話） 1※▲ 1 1
観光韓国語 1 1
現代韓国論 2 2
日本語教授基礎理論 2※ 2 2
「やさしい日本語」作文 1 1
日本文学概論 2 2

ＧＤＳＣ 応用科目

＊：他学科の学生に開放している科目であり、他学科の学生がその単位を修得した場合は、教養教育科目の単位として認定される。

※：領域必修科目のため、当該領域の学生は履修しなければならない。他領域の学生がその科目を修得した場合は、専門教育科目の単位として認定される

●：中国語を重点的に学ぶ場合に必修とする。

▲：韓国語を重点的に学ぶ場合に必修とする。
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単位配分（開講時期）
卒業要件 備考１年 ２年



学修規程別表　　健康栄養学科　医療・福祉領域

必修 選択 前期 後期 前期 後期

岐阜学入門 2 2 2 2

課題創造演習 1 1

生活と経済 2 2

生活と福祉 2 2

心理学 2 2

生活と化学 2 2

ジェンダー論 2 2

共同授業

単位互換科目

スポーツ＆エクササイズ 1 1 1 1

健康とスポーツ 1 1 1 1

情報リテラシー 1 1 1 1

データサイエンス概論 2 2 2 2

英語Ⅰ 1 1 1 1

英語Ⅱ 1 1 1 1

英語Ⅲ 1 1

英語Ⅳ 1 1

教養演習 教養演習 1 1 1 1

他学科専門科目

ＳＰＡＲＣ 連携開設科目

ＧＤＳＣ 応用科目

公衆衛生学 2 2 2 2

社会福祉概論 2 2 2 2

メンタルヘルス(領域選択） 1 1 ※1

情報・統計処理 1 1 1 1

女性の健康科学 2 2 2 2

解剖生理学 2 2 2 2

生化学 2 2 2 2

生化学実験 1 1 1 1

身体運動科学 2 2

身体の科学 2 2

病理学（領域選択） 1 1 ※1

運動科学実験(領域必修） 1 1 1 1

食品学 2 2 2 2

食品学実験 1 1 1 1

食品衛生学 2 2 2 2 ＊

食品衛生学実験 1 1 1 1

食品機能学 2 2 2 2 ＊

基礎栄養学 2 2 2 2 ＊

栄養学実験 1 1 1 1

ライフステージ栄養学Ⅰ 2 2 2 2 ＊

ライフステージ栄養学Ⅱ（領域選択） 1 1 ※1

ライフステージ栄養学実習 1 1 1 1

栄養管理論 2 2 2 2

栄養管理実習 1 1 1 1

臨床栄養学 2 2 2 2

臨床栄養学実習 1 1 1 1

栄養指導論 2 2 2 2

栄養指導論実習 1 1 1 1

地域食文化論 2 2 2 2

公衆栄養学概論 2 2 2 2

栄養士実習(通年） 1 1

調理学 2 2 2 2

調理学実習 1 1 1 1

給食管理 2 2 2 2

給食管理実習Ⅰ ＃1 1 1

給食管理実習Ⅱ ＃1 1 1

給食管理実習Ⅲ ＃1 1 1

専門基礎演習 2

地域実践演習（卒業研究） 2

★ 必修科目のほかに１科目以上を履修すること。

☆ 必修科目のほかに3単位以上を履修すること。

※ ３科目（メンタルヘルス・病理学・ライフステージ栄養学Ⅱ）中1科目は履修すること。

＃ 給食管理を単位取得したものが給食管理実習を受講できる。給食管理実習はⅠ⇒Ⅱ⇒Ⅲの順に単位取得する。

栄養士免許を取得しない場合は受講できないが、既得単位については取得単位として認める。

＊ 他学科の学生に開放している科目であり、他学科の学生がその単位を修得した場合は、教養教育科目の単位として認定される。

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

☆48

63

52

67

1

給食の運営

(通年）
2

2

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

岐阜学

★15 ★15

現代社会の
理解

2 2

ネットワーク
大学岐阜

健康科学

外国語

備考１年生 ２年生分野 授業科目
単位数

単位配分（開講時期）

卒業要件

食品と衛生

栄養と健康

栄養の指導

人体の構造
と機能

栄養士取得要件

2

情報科学

社会生活
と健康



学修規程別表　　健康栄養学科　食環境領域

必修 選択 前期 後期 前期 後期

岐阜学入門 2 2 2 2

課題創造演習 1 1

生活と経済 2 2

生活と福祉 2 2

心理学 2 2

生活と化学 2 2

ジェンダー論 2 2

共同授業

単位互換科目

スポーツ＆エクササイズ 1 1 1 1

健康とスポーツ 1 1 1 1

情報リテラシー 1 1 1 1

データサイエンス概論 2 2 2 2

英語Ⅰ 1 1 1 1

英語Ⅱ 1 1 1 1

英語Ⅲ 1 1

英語Ⅳ 1 1

教養演習 教養演習 1 1 1 1

他学科専門科目

ＳＰＡＲＣ 連携開設科目

ＧＤＳＣ 応用科目

公衆衛生学 2 2 2 2

社会福祉概論 2 2 2 2

情報・統計処理 1 1 1 1

女性の健康科学 2 2 2 2

解剖生理学 2 2 2 2

生化学 2 2 2 2

生化学実験 1 1 1 1

身体運動科学 2 2

身体の科学 2 2

食品学 2 2 2 2

食品学実験 1 1 1 1

食品加工学（領域選択） 1 1 ※１

食品加工学実習（領域必修） 1 1 1 1

食品衛生学 2 2 2 2 ＊

食品衛生学実験 1 1 1 1

食品品質管理論（領域選択） 1 1 ※１

食品流通論（領域選択） 1 1 ※１

食品機能学 2 2 2 2 ＊

基礎栄養学 2 2 2 2 ＊

栄養学実験 1 1 1 1

ライフステージ栄養学Ⅰ 2 2 2 2 ＊

ライフステージ栄養学実習 1 1 1 1

栄養管理論 2 2 2 2

栄養管理実習 1 1 1 1

臨床栄養学 2 2 2 2

臨床栄養学実習 1 1 1 1

栄養指導論 2 2 2 2

栄養指導論実習 1 1 1 1

地域食文化論 2 2 2 2

公衆栄養学概論 2 2 2 2

栄養士実習(通年） 1 1

調理学 2 2 2 2

調理学実習 1 1 1 1

給食管理 2 2 2 2

給食管理実習Ⅰ ＃1 1 1

給食管理実習Ⅱ ＃1 1 1

給食管理実習Ⅲ ＃1 1 1

専門基礎演習 2

地域実践演習（卒業研究） 2

★ 必修科目のほかに１科目以上を履修すること。

☆ 必修科目のほかに3単位以上を履修すること。

※ ３科目（食品加工学・食品品質管理論・食品流通論）中1科目は履修すること。

＃ 給食管理を単位取得したものが給食管理実習を受講できる。給食管理実習はⅠ⇒Ⅱ⇒Ⅲの順に単位取得する。

栄養士免許を取得しない場合は受講できないが、既得単位については取得単位として認める。

＊ 他学科の学生に開放している科目であり、他学科の学生がその単位を修得した場合は、教養教育科目の単位として認定される。

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

☆48

63

52

67

1

給食の運営

(通年）
2

2

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

岐阜学

★15 ★15

現代社会の
理解

2 2

ネットワーク
大学岐阜

健康科学

外国語

備考１年生 ２年生分野 授業科目
単位数

単位配分（開講時期）

卒業要件

食品と衛生

栄養と健康

栄養の指導

人体の構造
と機能

栄養士取得要件

2

情報科学

社会生活
と健康



学修規程別表　デザイン環境学科　ファッション領域

必修 選択 前期 後期 前期 後期
対面授業
への参加

オンデマン
ド受講も可

岐阜学入門 2 2 2

課題創造演習 1 1 演習･集中

生活と経済 2 2
生活と福祉 2 2
心理学 2 2
生活と化学 2 2
ジェンダー論 2 2
共同授業
単位互換科目
スポーツ＆エクササイズ 1 1 1 実技
健康とスポーツ 1 1 1 演習・講義

情報リテラシー 1 1 1
データサイエンス概論 2 2 2
英語Ⅰ 1 1 1 演習
英語Ⅱ 1 1 1 演習
英語Ⅲ 1 1 演習
英語Ⅳ 1 1 演習

教養演習 教養演習 1 1 1 演習
他学科専門科目

ＳＰＡＲＣ 連携開設科目
色彩学 2 2 2 2 ＊
ファッションデザイン概論 2 2 2 2 ＊
建築・インテリア概論 2 2 2 ＊
ヴィジュアルデザイン概論 2 2 2 ＊
材料学 2 2 ＊
日本建築史 2 2
美術・デザイン史 2 2 ＊
地域産業論 2 2 ＊
地域産業計画演習 1 1
デザイン環境演習Ⅰ 2 2 2 演習
デザイン環境演習Ⅱ 2 2 2 演習
情報・統計処理 1 1 1
発想トレーニング 2 2
サスティナブルデザイン 2 2
ファッションデザイン画 2 2 2 2 〇 演習
ファッション造形論 2 2 2 2
ファッション造形演習Ⅰ 2 2 2 2 〇 演習
ファッション造形演習Ⅱ 2 2 2 2 演習
ファッション造形演習Ⅲ 2 2 演習
ファッション造形演習Ⅳ 2 2 演習
ドレーピング 2 2 演習
繊維材料学 2 2 2 2 〇
材料管理学 2 2 2 2
テキスタイル素材演習 2 2 2 2 演習
テキスタイル染色演習 2 2 2 2 演習
ファッションビジネス論 2 2 2 2 〇 〇
ファッションマーケティング 2 2 2 2 演習
ブランドマーチャンダイジング 2 2 2 2 演習
消費科学 2 2 2 2 〇
ファッション史概論 2 2 2
ファッション造形実践演習 2 2
テキスタイル創造演習 2 2

2 2 演習
4 4 演習

他領域単位互換科目 ◎
ＧＤＳＣ 応用科目
インターンシップ 1 集中
＊：他学科の学生に開放している科目であり、他学科の学生がその単位を修得した場合は、教養教育科目の単位として認定される。

分野 授業科目
単位数

単位配分（開講時期）

卒業要件
衣料

管理士

他領域
単位互換科目

備考
1年 2年

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

岐阜学

15

現代社会
の理解

2

ネットワーク
大学岐阜

健康科学

情報科学

外国語

専
門
科
目
基
礎

領域基礎

48

岐阜学

専
門
科
目
応
用

領域共通基礎

ファッション
領域

課題研究
地域実践演習（卒業研究） 4

①



学修規程別表　デザイン環境学科　建築・インテリア領域

必修 選択 前期 後期 前期 後期
対面授業
への参加

オンデマン
ド受講も可

岐阜学入門 2 2 2

課題創造演習 1 1 演習･集中

生活と経済 2 2
生活と福祉 2 2
心理学 2 2
生活と化学 2 2
ジェンダー論 2 2
共同授業
単位互換科目
スポーツ＆エクササイズ 1 1 1 実技
健康とスポーツ 1 1 1 演習・講義

情報リテラシー 1 1 1
データサイエンス概論 2 2 2
英語Ⅰ 1 1 1 演習
英語Ⅱ 1 1 1 演習
英語Ⅲ 1 1 演習
英語Ⅳ 1 1 演習

教養演習 教養演習 1 1 1 演習
他学科専門科目

ＳＰＡＲＣ 連携開設科目
色彩学 2 2 2 ＊
ファッションデザイン概論 2 2 2 ＊
建築・インテリア概論 2 2 2 2 ＊
ヴィジュアルデザイン概論 2 2 2 ＊
材料学 2 2 ＊
日本建築史 2 2 2 2※②
美術・デザイン史 2 2 ＊
地域産業論 2 2 ＊
地域産業計画演習 1 1
デザイン環境演習Ⅰ 2 2 2 演習
デザイン環境演習Ⅱ 2 2 2 演習
情報・統計処理 1 1 1
発想トレーニング 2 2
サスティナブルデザイン 2 2 2 2
建築・インテリア基礎製図 1 1 1 1 △ 演習･集中

建築・インテリア設計演習Ⅰ 2 2 2 2 演習
建築・インテリア設計演習Ⅱ 2 2 2※① 演習
インテリアデザイン演習 2 2 2 〇 演習
建築・インテリア設計演習Ⅲ 2 2 2 2※① 演習
建築・インテリアCAD演習 2 2 2 2※① 演習
建築プレゼンテーション演習 2 2 2 2 演習
建築計画論 2 2 2 2 〇
公共施設計画論 2 2 2 2※②
西洋建築史 2 2 2 2※② 〇
建築材料学 2 2 2 2
一般構造 2 2 2 2 〇
構造力学 2 2 2 2※③
構造力学演習 2 2 2 2※③ 演習
構造計画 2 2 2 2※③
建築環境学 2 2 2 2
建築設備学 2 2 2 2
バイオクライマティックデザイン 2 2 2 2
施工と生産 2 2 2 2
建築法規 2 2 2 2
測量演習 2 2 2 2 演習
インテリアデザイン論 2 2 2 2 〇 〇

2 2 演習
4 4 演習

他領域単位互換科目 ◎
ＧＤＳＣ 応用科目
インターンシップ 1 集中
＊：他学科の学生に開放している科目であり、他学科の学生がその単位を修得した場合は、教養教育科目の単位として認定される。

◆：2科目のうち１科目以上履修し、2単位以上取得すること。

分野 授業科目
単位数

単位配分（開講時期）

卒業要件

二級建築士
[実務2年]

必修
21単位

二級建築士
[実務1年]

選択10単位以上
[実務0年]

選択20単位以上

一級建築士
[実務4年]

選択20単位
以上

他領域
単位互換科目

備考
1年 2年

15

現代社会
の理解

2

ネットワーク
大学岐阜

健康科学

情報科学

外国語

領域共通基礎

建築・インテリア
領域

2◆ 2

課題研究

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

岐阜学

地域実践演習（卒業研究） 4

①

※①の科目のうち2科目以上、※②の科目のうち2科目以上、※③の科目はすべて、必ず取得すること。

△は建築士資格に関わる申請中の科目を示す。

専
門
科
目
基
礎

領域基礎

48

岐阜学

専
門
科
目
応
用



学修規程別表　デザイン環境学科　ヴィジュアル・情報領域

必修 選択 前期 後期 前期 後期
対面授業
への参加

オンデマン
ド受講も可

岐阜学入門 2 2 2

課題創造演習 1 1 演習･集中

生活と経済 2 2
生活と福祉 2 2
心理学 2 2
生活と化学 2 2
ジェンダー論 2 2
共同授業
単位互換科目
スポーツ＆エクササイズ 1 1 1 実技
健康とスポーツ 1 1 1 演習・講義

情報リテラシー 1 1 1
データサイエンス概論 2 2 2
英語Ⅰ 1 1 1 演習
英語Ⅱ 1 1 1 演習
英語Ⅲ 1 1 演習
英語Ⅳ 1 1 演習

教養演習 教養演習 1 1 1 演習
他学科専門科目

ＳＰＡＲＣ 連携開設科目
色彩学 2 2 2 ＊
ファッションデザイン概論 2 2 2 ＊
建築・インテリア概論 2 2 2 ＊
ヴィジュアルデザイン概論 2 2 2 ＊
材料学 2 2 ＊
日本建築史 2 2
美術・デザイン史 2 2 ＊
地域産業論 2 2 ＊
地域産業計画演習 1 1
デザイン環境演習Ⅰ 2 2 2 演習
デザイン環境演習Ⅱ 2 2 2 演習
情報・統計処理 1 1 1
発想トレーニング 2 2
サスティナブルデザイン 2 2
グラフィックデザインⅠ 2 2 2 演習
グラフィックデザインⅡ 2 2 2 演習
グラフィックデザインⅢ 2 2 2 演習
ＣＧ演習 2 2 2 〇 演習
メディアデザイン論 2 2 2 ○ ○
映像表現（実写） 2 2
映像表現（アニメーション） 2 2
イラストレーションⅠ 2 2 2 〇 演習
イラストレーションⅡ 2 2 2 演習
絵本・イラストレーション 2 2 〇 演習
情報デザイン論 2 2 2
認知情報処理 2 2 〇※ ※上限あり

ビジュアルリテラシー 2 2
ビジュアルデータサイエンス 2 2
コミュニケーションデザイン論Ⅰ 2 2 〇
コミュニケーションデザイン論Ⅱ 2 2 〇
DTP演習 2 演習
Ｗebデザイン 2 演習
パッケージデザイン 2 演習
デジタルファブリケーション演習 2 2 演習

2 2 演習
4 4 演習

他領域単位互換科目 ◎
ＧＤＳＣ 応用科目
インターンシップ 1 集中
＊：他学科の学生に開放している科目であり、他学科の学生がその単位を修得した場合は、教養教育科目の単位として認定される。

◇：3科目のうち１科目以上履修し、2単位以上取得すること。

分野 授業科目
単位数

単位配分（開講時期）

卒業要件

他領域
単位互換科目

備考
1年 2年

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

岐阜学

15

現代社会
の理解

2

ネットワーク
大学岐阜

4

健康科学

情報科学

外国語

専
門
科
目
基
礎

領域基礎

①

48

岐阜学

専
門
科
目
応
用

領域共通基礎

ヴィジュアル・
情報領域

2◇ 2

課題研究
地域実践演習（卒業研究）



授業科目
単
位
数

進級要件 授業科目
単
位
数

進級要件

岐阜学入門 2 岐阜学入門 2

課題創造演習 1 課題創造演習 1

生活と経済 2 生活と経済 2

生活と福祉 2 生活と福祉 2

ジェンダー論 2 ジェンダー論 2

スポーツ＆エクササイズ 1 スポーツ＆エクササイズ 1

健康とスポーツ 1 健康とスポーツ 1

情報リテラシー 1 情報リテラシー 1

データサイエンス概論 2 データサイエンス概論 2

英語Ⅰ 1 英語Ⅰ 1

英語Ⅱ 1 英語Ⅱ 1

教養演習 教養演習 1 教養演習 教養演習 1

他学科専門科目 2 他学科専門科目 2

国際コミュニケーション概論 2 メンタルヘルス（領域選択） 1

日本文化論 2 情報・統計処理 1

中国文化論 1 女性の健康科学 2

韓国文化論 1 解剖生理学 2

グローバリゼーション論 2 生化学 2

サスティナブル社会論 2 食品学 2

英語コミュニケーションⅠa 1 食品学実験 1

英語コミュニケーションⅠb 1 食品加工学（領域選択） 1

英語コミュニケーションⅡ 1 食品衛生学 2

検定英語演習Ⅰ 1 食品機能学 2

初級中国語Ⅰ 1 基礎栄養学 2

初級中国語Ⅱ 1 栄養学実験 1

初級韓国語Ⅰ 1 ライフステージ栄養学Ⅰ 2

初級韓国語Ⅱ 1 ライフステージ栄養学実習 1

日本語表現法Ⅰ 1 臨床栄養学 2

日本語表現法Ⅱ 1 栄養指導論 2

フランス語Ⅰ 1 地域食文化論 2

フランス語Ⅱ 1 調理学 2

情報・統計処理 1 調理学実習 1

社会調査論 2 給食管理 2

近現代の世界 2 給食管理実習Ⅰ 1

英語圏文化・社会 2 （通年） 専門基礎演習 2

アジア文化論 2 色彩学 2

English Conversation 1 ファッションデザイン概論 2

メディアイングリッシュⅠ 1 建築・インテリア概論 2

パラグラフライティング 1 ヴィジュアルデザイン概論 2

インテンシブリーディング 1 デザイン環境演習Ⅰ 2

英語のしくみⅠ 2 デザイン環境演習Ⅱ 2

中国語（文法・読解） 1 情報・統計処理 1

韓国語（文法・読解） 1 ファッションデザイン画 2

日本語教授基礎理論 2 ファッション造形論 2

日本文学概論 2 ファッション造形演習Ⅰ 2

繊維材料学 2

ファッションビジネス論 2

ファッションマーケティング 2

ファッション史概論 2

色彩学 2

ファッションデザイン概論 2

建築・インテリア概論 2

ヴィジュアルデザイン概論 2

デザイン環境演習Ⅰ 2

デザイン環境演習Ⅱ 2

情報・統計処理 1

建築・インテリア基礎製図 1

建築・インテリア設計演習Ⅰ 2

建築計画論 2

建築材料学 2

建築環境学 2

建築設備学 2

インテリアデザイン論 2

色彩学 2

ファッションデザイン概論 2

建築・インテリア概論 2

ヴィジュアルデザイン概論 2

デザイン環境演習Ⅰ 2

デザイン環境演習Ⅱ 2

情報・統計処理 1

グラフィックデザインⅠ 2

ＣＧ演習 2

メディアデザイン論 2

イラストレーションⅠ 2

情報デザイン論 2

デ
ザ
イ
ン
環
境
学
科

ヴ

ィ
ジ

ュ
ア
ル
・
情
報
領
域

専門教育科目
１９単位以上
修得すること

領域共通

文化交流領
域

英語領域

２３単位以上
修得すること

専門科目
基礎

専門教育科目

健康科学

人体の構造
と機能

分野

栄養と健康

２２単位以上
修得すること

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
領
域

情報科学

外国語

学
科

教養教育科目

岐阜学

分野

現代社会の
理解

現代社会領
域

フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン
領
域

８単位以上
修得すること

健
康
栄
養
学
科

専門教育科目
１６単位以上
修得すること

食品と衛生

進級要件別表　　学科ごとの2年次への進級要件　　　　　　　　　

現代社会の
理解

学
科

健康科学

専門科目
基礎

専門科目
応用

専門科目
基礎

専門科目
応用

専門科目
応用

８単位以上
修得すること

デ
ザ
イ
ン
環
境
学
科

情報科学

岐阜学

デ
ザ
イ
ン
環
境
学
科

国
際
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
学
科

専門教育科目

東アジア言語
領域

１５単位以上
修得すること

専門教育科目

社会生活
と健康

栄養の指導

教養教育科目

給食の運営

外国語
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